
88 GS1 Japan Review　No.10　2024.11

医薬品卸物流センターにおける
GS1バーコードの活用事例
株式会社メディセオ阪神 ALC

GS1 Japan　ソリューション第 2部　ヘルスケア業界グループ　上席  和　田　陽　奈

はじめに

　医薬品は、人々の健康を守るために不可欠
なものであり、平時、有事を問わず、いかな
る時も安定した供給が必要である。そのため
医薬品卸には、在庫を適切に管理し、常に必
要な量を迅速かつ確実に納品できる体制が求
められている。
　2019年に公布された改正薬機法によって、
医療用医薬品の販売包装単位（医療機関に販
売される最小の包装単位）へのバーコード表
示が義務化され、元梱包装単位（例：販売包

装単位である箱を複数梱包した段ボール箱な
ど）と調剤包装単位（医薬品を包装する最小
の包装単位。例：PTPシート、アンプル）に
ついても厚生労働省通知により表示が必須と
なった。2006年に発出された厚生労働省通
知により、医薬品へのバーコード表示は推進
されてきたところだが、この義務化により医
療業界において、流通の効率化だけでなく医
薬品の取り違え防止やトレーサビリティの確
保も目的として、バーコードを活用する動き
がさらに広がっている。医薬品卸で取り扱う
主な形態は販売包装単位と元梱包装単位のも
のであるが、前者には GS1データバー合成

１

【注意！】
◆このフォーマットはグリッド合せ無しで作成しています。
◆英数字及び単位等は全て半角ものを使用。
◆パーレン類（カギ括弧等）は全て全角ものを使用。
◆ロゴ（記号類）は使用しない。（丸数字と見出し行頭の括弧数字は

使用可）
◆テキストを配置したら全てを選択し（Ctrl +A）「基本段落」を適

用し、その後各スタイルを適用する。
◆上付き／下付き文字は文字スタイルを使用。
◆本文内の級下げ部分（括弧書き等）は仕様変更により正規表現での

適用が不能となったためその都度文字スタイルを適用する。適用部
分が分かりにくい場合は文字スタイルの文字色を一時的に変更する
等の方法で確認をする。

◆基本は15級×20字行間9.25の40行。
◆図表の下に入る注等は上に6級程度のアキを取る。
◆図表下の注で番号が括弧外に付くパターン
　【例】→（柱）１．●●●●
　の場合は、数字は半角モノとし、ピリオドは全角モノを使用する。

（ピリオドではなくスペースの場合は半角（EN）スペースを使用）

見出しの飾りは以下の設定でアンカー付きオブジェクト
とする

図 1　医療用医薬品へのバーコード表示

（出所）　GS1 Japan資料
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シンボル、後者には GS1-128シンボルが用
いられ、商品識別コードである GTINに加え、
有効期限やロット番号も併せて表示されてい
る（図 1）。
　こうした背景の下、今回医薬品卸である㈱
メディセオの最新物流センター、阪神 ALC

を見学する機会を得た（写真①）。同セン
ターではバーコードや AI、ロボットなどを
複合的に活用し、作業の自動化を進めること
で業務効率を大幅に高めている。このように
さまざまな取り組みにより、高生産性を実現
している阪神 ALCについて紹介する。

調査施設の概要

　㈱メディセオは、医療用医薬品、医療機器、
医療材料、臨床検査薬などの卸売業である。
同社では、近年医療に関わる商品をフルライ
ンで取りそろえ、直接納品先に配送すること

が可能な高機能物流センター「ALC（Area 

Logistics Center）」の拡充を進めていたが、
13番目となる「阪神 ALC」の設置により全
国をカバーする流通ネットワークが完成し
た 1)。阪神 ALCは阪神・淡路大震災で大き
な被害を受けた西宮市内にあり、同センター
の災害対策にはその際の教訓が生かされてい
る。建物は免震構造であり、停電対策として
自家発電機も備えられ、敷地内にガソリンス
タンド、緊急用バイクも整備されている。屋
上には ALCの年間電気使用量の 25％を賄
える太陽光パネルが設置されている。

庫内業務の概要

　阪神 ALC庫内業務のフロー概要は、図 2

のとおりである。以下、各工程について詳細
を述べる。

⑴　入荷
　商品は段ボールに入った状態でパレットに
積載され、メーカーから納品された後、ロボ
ットパレタイザーを用いて、パレットから直
接コンベアへ降ろされる。ロボットパレタイ
ザーとは、自動でパレットへの積み付けと荷
崩しを行う機械であり、同センターのものは
最大 25kgまで対応可能である（写真②）。
ロボットパレタイザーのアームの先には商品
段ボールのサイズを感知するセンサーが搭載
されており、最も効率の良い方向にアームの

２ ３

図 2　阪神 ALCの庫内業務

（筆者作成）

写真①　阪神 ALC外観
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先端を回転させ、商品を吸着して移動させる。
輸液などの重量物を含め、ほぼ全ての商品に
使用できるため、荷下ろし作業の大幅な省人
化につながっている。ロボットは 3台あり、
うち 1台は商品をコンベアだけでなく、
カートへ直接積載することも可能であり、こ
のカートはそのまま病院への配送と保管に用
いることができる。これにより医療機関での
積み下ろしの手間などが削減できている（写
真③）。
　パレットからコンベアへの荷下ろし後、商
品段ボールを運搬するコンベアの途中には、

定置式バーコードリーダーが設置され、商品
段ボール（元梱包装）に表示されている
GS1-128シンボルを自動で読み取り、入荷
検品を行っている。前述したように、GS1-

128シンボルには、GTINに加え、属性情報
である有効期限、ロット番号、数量も表示さ
れているため、バーコードの読み取りのみで
これらの情報も自動取得できる。製品情報の
目視確認や手入力は、多大な労力が発生する
上、ヒューマンエラーが起こりやすい。同セ
ンターでは、GS1-128シンボルの活用で情
報を迅速かつ正確に確認、記録し、業務の効
率化を図っている。

⑵　入庫
　入荷商品は、商品段ボールから在庫用のコ
ンテナ（以下、在庫用コンテナ）に詰め替え
られる。先に述べたように、GS1-128シン
ボルの読み取りで製品情報はすでにシステム
にひも付けられているため、作業者は、自動
で流れてきた商品段ボールから、システムの
指示どおりに空の在庫用コンテナに商品を詰
め替えればよい。その際、重量検品による数
量確認も自動で行われている。一つの段ボー
ルに複数の製品が入っている混載品に関して
は、各製品（販売包装）の GS1データバー
合成シンボルをスキャナで読み込み、確認を
行った後、コンテナへ格納している。商品の
格納が終了すると、在庫用コンテナはコンベ

写真③　病院へ配送されるカート 写真④　自動倉庫

写真②　ロボットパレタイザー

GS1-187_088_調査研究_和田様.indd   90 2024/11/19   9:38:13



91GS1 Japan Review　No.10　2024.11

アで自動倉庫に運ばれ、保管される（写真④）。

⑶　出庫
　約 5万 7000コンテナ分（見学時）の製品
を格納する自動倉庫内では、シャトルと呼ば
れる機器が製品をコンテナごと取り出し、ピ
ッキングエリアへ続くコンベアに運んでいる。
従来の医薬品物流センターのように、人間が
固定の棚に医薬品を取りに行くのではなく、
コンテナそのものが動く棚というイメージで
ある。

⑷　ピッキング
　ピッキングをオーダーが入った順に行う従
来の方法は、確実ではあるが、出荷までに時
間を要することが問題視されていた。阪神
ALCに導入されているピッキングシステム
では、AIが一度に作業できるオーダーの最
適な組み合わせを計算することで、複数の納
品先へのピッキングを同時に行うことが可能
である（図 3）。さらに、自動倉庫の配置や
各種ロボットの処理性能を含めて計算するこ
とで、在庫用コンテナを倉庫からピッキング
エリアへ流す順序を最適化し、生産性を向上
させている。作業者は、商品を棚に取りに行

く必要はなく、目の前に運ばれてきた商品を
モニターに指示された個数分、左右のコンベ
ア上を流れる納品用コンテナへ入れればよい。
この際、格納すべきコンテナに光が照射され
ることで、入れ間違いが起こらないようにな
っており、かつ数量の確認は重量検品によっ
て自動で行われている。
　また、このコンテナには社内用バーコード
が貼付されており、納品先や注文内容のデー
タがひも付けられている。このバーコードが
読まれることで、コンテナは出荷口まで運ば
れていく。さらに、コンテナにはこの
バーコードとは別に、納品先を表示できる電
子ラベルも付けられている。以前は紙製のラ
ベルを使用していたが、この電子ラベルの導
入により年間 1.7トンの廃棄物削減ととも
に、ラベル貼付、剝がし作業を削減すること
が可能となった。

⑸　出荷
　ピッキングが完了すると、コンテナ内部の
写真撮影、ふた閉め、バンディング（ビニー
ル製のテープでふたを止める）が自動で行わ
れ、その後は納品時まで開封されない。その
ため納品先での検品は、前述したコンテナの
バーコードを一度スキャンするのみで終了し、
検品時間は 90％削減したとのことである。
　バンディングされた納品用コンテナは、コ
ンベア上を通って出荷エリアへ運ばれる。仕
分けは自動で行われるため、作業者はカート
にそのまま積み込めばよい。カートを出荷口
に運び、トラックに積み込む前には、全ての
コンテナのバーコードをスキャンし、納品先
が間違いないか最終確認を行っている。

おわりに

　2018年 9月に当財団が調査のため訪問し
た埼玉 ALCでは、入荷から出庫までの各工
程において先進的な技術が導入されていた

４

図 3　AIシステムによるピッキング（イメージ）

（著者作成）
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が 2)、今回見学した阪神 ALCではさらなる
自動化が推し進められていた。
　GS1-128シンボルと GS1データバー合
成シンボル（以下 GS1バーコード）の利用に
ついて両センターを比較すると、埼玉 ALC

では、商品の入荷時検品やピッキング時、さ
らに納品コンテナへの梱包時に、各作業場所
で製品確認のため、手動で GS1バーコード
の読み取りを行っていた。対して阪神 ALC

では、入荷時に利用されるのみである。
　この違いは両者の、特にピッキングから商
品梱包までの作業工程の差によるところが大
きいと思われる。埼玉 ALCでは、ピッキン
グされた商品はいったんソーターに移された
後、商品梱包エリアまで移動し、出荷する製
品が全てそろった時点で納品用コンテナへ詰
められていた。つまり商品のピッキングと納
品用コンテナへの梱包は、別の場所、別の作
業者によって行われていた。一方阪神 ALC

では、商品のピッキングから納品用コンテナ
への梱包までを一度に行うことが可能であり、
ピッキングエリアでこれらの作業を完結して
いる。
　阪神 ALCでは、製品確認のため GS1

バーコードを読み取るシーンは減少している
が、これは AIやロボットなどの最新技術を
駆使して自動化を進め、作業工程をスリム化
して省人化を図ったことで、ヒューマンエ
ラーが起こり得る場面を削減できたことが理
由の一つと考えられる。
　本事例のように、自動化を推進し生産性を
向上させるには、信頼性の高いデータが必要
不可欠である。AIを活用した自動計算にお
いてもベースとなるデータに誤りがあれば正
しい結果は得られず、医療機関への配送に影
響が出る可能性があるが、阪神 ALCでは製
品入荷時に GS1バーコードを利用すること
で製品データを迅速、確実に取得し、システ
ムにひも付けている。また見学時のヒアリン
グにおいても、「GS1バーコードを利用した

正確な商品情報の登録が、同センターでの業
務を支えている」とのことであった。
　今後も新しい技術との連携で、GS1

バーコードがさらに広く活用され、止まらな
い物流を支えていくことを期待したい。
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